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１１．．駐駐輪輪問問題題にに取取りり組組んんででいいききまますす！！  
当会では、これまで駐輪問題が御堂筋沿道共通の喫緊の課題であ

り、まず取り組んでいく事項であると、議論してきました。平成

28 年 1 月 25 日に開催した定例会では、「啓発」「ルールづくり」「「路

上警備をまちぐるみで実施する（モデル区間で実験的に）」など取

り組みの例を挙げながら、「何ができるのか」について意見交換を

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定定例例会会ニニュューースス  vvooll..55  
（平成２８年１月） 

「ミナミ御堂筋の会」は、ミナミの御堂筋沿道の不動産オーナーが連携し、

「世界の御堂筋」をめざして、まちのあり方を提案し、実現に向けて働き

かける団体です。 

 

＜当面の取り組み方について＞ 

◎まず、「どのようにソフト面に関する維持管理を進めていく予定なのか」について管理者に話を聞くのが

良い。当会として何をしていくのか（できるのか）を議論するためにも行政（工営所）の考え方を聞い

ておくべきである。 

◎現在も既に、「自社で警備員を雇っている」「自社で警備を委託している」など各社、状況が様々である。

まず、状況の把握をすべき。 

＜駐輪問題に対する取り組み例＞ 

   

＜取り組みの方向やアイディアについて＞ 

◎警備などを実施するにしても、将来的に事業として何か収入源を持たないと持続性がなくなるのでは。 

◎南警察の見解も聞いておくべきである。もし、社会実験などで取り締まってもらえるなら、連携してい

ただきたい。 

◎喫煙の取締りを行っている方に、駐輪の取締りも合わせてお願いできないものか。 

◎共通のユニフォームの作成は、まちのトータル・デザインとして手始めによいのではないか。 

◎やはり根本的な解決を目指すのであれば、制度の整備を要望していきたい。また、今回、モデル区間では自

転車空間を設けるため完全な自転車の排除は難しいが、歩行者空間に入れないなどのルールができれば。 

◎HUBチャリなどのコミュニティ・サイクルは外国人にも人気で有用である。ポートをもっと増やせるとよい。

また、海外で自転車の規制ができるようになったキッカケなど学ぶべきである。 
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このような意見を受け、まず、「個別の取り組み状況の把握」「事例等情報の収集」を進めながら、「行

政や関係機関との意見交換」を行っていきます。 

２２．．御御堂堂筋筋のの景景観観ににつついいてて  
当会では、「海外からも注目される“世界に御堂筋”」をめざし様々な活動に取り組もうとしています。

そうした時、景観（まちなみ）づくりは重要なテーマの一つになるといえます。今回は、御堂筋の景観

に関するルールや現状について情報共有を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後も、御堂筋を取り巻く状況について、情報共有を行っていくこととします。 

３３．．御御堂堂筋筋イイルルミミネネーーシショョンンににつついいてて  
大阪府府民文化部都市魅力創造局魅力づくり推進課魅力推進グループ田中様、安田様から、今年度の

協賛について御礼の言葉をいただきました。また、来年度の御堂筋イルミネーションに向けて、意見交

換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回定例会のお知らせ 
平成 28 年 2 月 29 日（月）16：00～ 難波御堂筋ホールにて開催 

 発行：ミナミ御堂筋の会  URL：https://www.facebook.com/minami.midosuji 

問い合わせ先：ミナミ御堂筋の会事務局 

（株式会社地域計画建築研究所大阪事務所 内【担当：絹原・羽田】） 

〒540-0001 大阪市中央区城見 1-4-70 住友生命 OBP プラザビル 

TEL：06-6942-5732  FAX：06-6941-7478  E-mail：minami-midosuji@arpak.co.jp 

 

◎御堂筋の中でも、区間によりルールなどに差があるということは分かった。今後、市の動向などについ

ても情報収集をしていくのがよい。 

◎その上で当会としては何ができるのか。どういったまちを目指すのかのビジョンがないと何もできない。 

◎放っておくと、知らない間にルール化などが進められる懸念がある。動向を注視しつつ、当会としても

あるべき姿を考えるべき。 

 

◎来年も一緒に取り組めるのであれば、早めに情報提供を頂ければ、寄付やサンタベル、イベントと合わ

せたチャリティーの実施などできることは多いと思う。ぜひ、企画当初段階から連携したい。 

⇒（田中氏）府も同様に考えている。是非、春～夏の早い段階で相談させていただきたい。 

 ＜定例会参加者＞ 

【正会員】高橋（株式会社スポーツタカハシ）、山本（株式会社トゥエンティワンプランニング）、髙士（佳）
（都島自動車株式会社）、藤本（稔・有吾）（株式会社播重）、中山（平川商事株式会社）、池田（有限会社
泉屋）、段・梅田（光明興業株式会社）、吉田（株式会社ベルコ）、中村（有限会社ナカムラ）、木村 

【賛助会員】井原（株式会社アイ・プランニング） 

【オブザーバー】一枝（友）（ホテル一栄）、門重（ミナミまち育てネットワーク） 

【事務局】中塚・絹原・羽田・中井（株式会社地域計画建築研究所（アルパック）） 

 

土佐堀通～長堀通区間でのル

ールやにぎわいづくりの取り

組みについて 長堀通以南（当会の区間）のルールや現状について 

https://www.facebook.com/minami.midosuji
mailto:minami-midosuji@arpak.co.jp

